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◆ 米山奨学金授与 ◆ 
 

 
 

 
 
 

     

崔  蘭  亭  さん 
 
 

皆さん、こんにちは。 
いつも奨学金をいただき、ありがとうござい
ます。 
もう 9月ですよね。 
この間、9月のレポートを書いたとき、思い
出したことがあります。 
私は去年引っ越ししました。様々な家具や電
器などを買おうと思って、色々探しました。
その時、ジモティーというフリーマーケット
アプリを見つけました。それでの元ロータリ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                    
 
 
 
 
 
 

 
 
                      

９月１０日例会    
   

９月誕生日祝♪おめでとうございます！♪ 

 
       

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 
       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学生     「活動報告」について 

 

 

 

 

 

 

 

本日の例会プログラム 
 

令和６年９月１７日      
 
（基本的教育と識字率向上月間 / 

ロータリーの友月間） 
 
 
点    鐘  飛留間和紀 会長 
ソ ン グ 我等の生業 

 
 
会長挨拶 飛留間和紀 会長 

 幹事報告 中村 健太 幹事 
  
委員会報告 
ニコニコ 
 
外部卓話  茂原市 
     市長 市原  淳  様  

 
 
出席報告 担当委員会 

第 33 巻 通巻第 1415 号     第  11  号   例会通回 第 1420 回 

★クラブ会報委員長  新沢 弘樹     ★副委員長  仲井 琢磨 

★ ステファニーＡ.アーチック RI 会長 
★ RID2790  寒郡 茂樹  ガバナー 
★ 第7ｸﾞﾙ ﾌー゚ 古西 弘和  ガバナー補佐 

 

ｸﾗﾌﾞ創立   1993.1.12 
例会日 毎週火曜日/点鐘 12:30  
例会場 茂原卸団地組合会館 
事務局 TEL 0475-26-1515 
     FAX 0475-26-1516 
 
Emailmobarach.rc@gmail.com 
http://mobarachuo₋rc.com 

★鈴木 自子 会員（9/3 生） 

皆さん、こんにちは。本来なら 9月の第一
例会の時に一緒に誕生日を祝っていただきた
かったんですけれども、主人が不幸になりま
して、会長さんにお願いをして 1週間ずらし
ていただきました。その為に今日になった訳
なんですけれども、皆様のお気持ちを大切に
これからも頑張っていきたいと思います。よ
ろしくお願いいたします。 
 
 

mailto:mobarach.rc@gmail.com
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●地区（回覧） 
①一般財団法人比国育英会バギオ基金より、
バギオだより第 104号（2024年 9月号） 

②国際ロータリー日本事務局 | 業務推進室
より、2024 年 9 月「基本的教育と識字率
向上月間」のリソース 

③フェローシップ委員会より、「ポーランド
大使館ウクライナ支援の夕べ」のご案内 

④奉仕プロジェクト委員会より、奉仕プラジ 
ェクトセミナーの動画アーカイブのお知らせ 

⑤RLI 推進委員会より、「RLI パートⅡ」開催
のご案内 

 日時：2024年 10月 14日 9時 30分受付 
 場所：千葉市民会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
会員スピーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

会長挨拶       飛留間 和紀  会長 

 

 

 

 

 

 

 
       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告          中村 健太 幹事 
                

 

 

 

 

 

 

お通夜に参列してまいりました。 
この中にも何人か参列された方もいらっしゃ
ると思いますが、最近まれにみるお花の数、
また参列者が非常にたくさんいらっしゃいま
した。 
私は中央ロータリークラブの会長としてまた
お仕事でもお世話になっていたので、会社と 
して参列してまいりました。 
当クラブでも生花を送らせて頂きました。 
また参列者の数、また来訪者のメンツを見る
と錚々たるメンバーで故人の偉大さに改めて 
すごい人だったんだなと、思いました。 
私的には数年前ガバナー補佐をされたのが印
象的で、他にも法人会の会長さんなど功績が
数多くある方だとお見受けしております。 
まだ８０歳と若く、お亡くなりになる数日前
まで元気でいたという話なので、非常に残念
でございます。 
故人のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 
さて今度は明るい話ですが、先日事務局の

鈴木さんからお話しがありました。おめでた
だそうです。良かったですね、おめでとうご
ざいます。それに伴ってですが、出産もある
という事で今年いっぱいで、退職したいとい
うお話です。残念ですがしょうがないですよ
ね。 
そこで改めて皆さんで事務局を探さなければ
いけません。ひとまず鈴木さんのお友達で立
候補している人がいます。ひとまず面接して
みようと思いますが、出来るだけ長く勤めて
頂ける方がいいと思っております。来年度も
ガバナー補佐を輩出という事でいろいろ事務
局も忙しくなると思われます。事務局の話も
そうですが、会員一人一人協力し会いなが
ら、今年来年と推し進めていければと思いま
す。 
皆様、どうぞ宜しくお願い致します。 
 

ー奨学生の方と出会いました。 
その方は韓国人です。奥さんと 2人は博士号を
取るために日本にきました。今回韓国に帰るた
めに、家具を売ろうと思っていました。 
私はＭさんの家に家具の状況を確認しにいたと
き、お互いに人見知りで、何かを話した方がい
いかがわからなくて、すごく距離感がありまし
た。でも、少し話したら、Ｍさんは昔日本橋ロ
ータリークラブにお世話になったことがわかり
ました。本当に、一瞬で、距離が縮まった感じ
がしました。話も一気に盛り上がり、日本での
生活についてたくさん話しました。 
Ｍさんは今年博士号をとったので、韓国に帰る
としました。Ｍさんの奥さんも博士後期課程で
学んでいるが、出産で 2年間学校休んでいま
す。その後、一緒に食事をしながら、日本での
研究生活と子育てなどについて様々な経験を教
えてくれました。当時少し落ち込んでいた私に
とって、お二人の話は自分を励ましてくれまし
た。救われた感じでした。最後に帰るとき、マ
ッサージマシンやおもちゃなどのような妊娠中
や子育て中で使えるものをたくさんくれまし
た。 
 家にかえったら、夫に「これはたぶん荒井さ
んが言った絆というものだ」と言いました。 
本当にロータリー奨学生になってよかった、茂
原中央ロータリークラブに所属してよかったと
心から思っています。そして 2年間だけのロー
タリー奨学生生活であっても、この絆は一生の
宝物だと思います。 
本日のお話は以上になります。 
ご清聴ありがとうございました。 
これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

玉川大悟 会員 

 みなさん、こんにちは。本日は２点ほどご
報告があります。 
まず先週土曜日ですが、茂原ロータリークラ
ブの三枝会員が先日お亡くなりになりまして 

志田延子 会員 
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           親睦活動委員会 

           生松 大典 副委員長 
  

           皆さん、こんにちは。 
         9月 24日のゴルフコンペ 

ですけれど、11人で今の
ところ決定いたしました。 
後日、渡邉委員長と一緒に

組み合わせを送りたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。 

 

              
                齋藤 翔太 会員 
                  

           
          皆さん、こんにちは。 

このような貴重な機会を 
いただき、ありがとうご 
ざいます。朝から何を話 
そうかと緊張しておりま 
した。ここ数日、いろい

ろと考えましたが、本日は仕事に関する話や
最近の動向についてお話しさせていただきま
す。 
まずは簡単に自己紹介させていただきます。
皆さんご存知かもしれませんが、私は株式会
社齋藤農園の齋藤翔太と申します。 
茂原市で米の生産・販売を行っています。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
当社についてですが、私は専業の農家であ

り、相応の面積を管理しています。先ほども
この会場に来る 20分前まで田んぼで稲刈り
をしていました。稲刈りをしながら、今日の
話題について一人でブツブツ考えていまし
た。 
皆さん、農家に対してどのようなイメージを
持っているでしょうか？厳しい、汚い、危 
 
 
 
          

険、低賃金といったイメージを持っているか
もしれませんが、これらはある意味で正解で
す。特に暑い時期は非常に過酷ですし、冬場
には田んぼの保全管理や作業も行っていま
す。 
昔の農家は、春に田植えをして夏に稲刈りを
し、秋に農協や米屋に出荷するスタイルでし
た。この時期に一時的に大きな収入がありま
すが、年間を通じての資金繰りには苦労して
います。特に稲刈り前には資金が不足しがち
です。そこで、数年前から新しい取り組みを
始め、自社での販売先開拓を行っています。
取れた米はすべて自社在庫として管理し、注
文があれば個人宅や法人、店舗などに直接お
届けしています。 
 最近、米の価格が高騰しているというニュ
ースが騒がれていますが、皆さんは買取相場
と小売価格の違いをご存じでしょうか？ 
買取価格が 2 万円に対して、小売価格は 2 万
5 千円となっています。自社で販売する場合
は、品質保証のために 2 万 2 千 5 百円くらい
の価格で提供しています。米の価格が上昇し
ている背景には、全農の運用失敗の問題が影
響している可能性もあります。 
全農が金融機関である農林中金の損失を補填
するため、米の価格を引き上げて生産者の生
産意欲の向上を狙ったのではないかと考えま
す。 
ニュースで「米がない」と報じられています
が、実際には農協の倉庫にはまだ米が残って
います。インバウンド需要の増加が価格に影
響を与えているという話もありますが、実際
にはマスコミの煽りが大きいと感じます。 
台風や地震の際のトイレットペーパーのよう
に、一時的な不安が広がることがあるのでは 
ないでしょうか。 
 最後に、当社の経営方針についてお話しし
ます。現在、専業で農業を行っており、面積
も相応に管理しています。最近では、妻がビ
ジネスのサポートをしており、彼女が加わる
ことで新たな視点が得られ、自分自身も仕事
に対する意識が高まりました。 
 以上のように、地元に根付いた事業を展開
しつつ、自分の商売にもつながるよう努めて
います。皆さんと共に地域を盛り上げていけ
ることを楽しみにしています。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
 

⑥日本事務局クラブ・地区支援室より、第一
回クラブ・地区支援室メッセージ 

⑦ガバナー月信 9 月号・ロータリーの友 9 月
号について ※BOXに入れてあります。 

●例会案内（回覧） 
 成田空港南ＲＣ 
●会報受信（回覧） 
 活動計画書：大多喜ＲＣ・南佐久ＲＣ 
●その他（回覧） 
特になし 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

委員会報告 
    
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会員卓話  
 
「自己紹介」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri6B3WCFVZLV8AYLmDTwx.;_ylu=X3oDMTFsMW5lNmQ3BHBhdHQDZ2dsBHBvcwMyBHByb3ADZ2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=17kllv1cc/EXP=1498845846/**https:/search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&gdr=1&p=%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88%E9%9B%86+%E7%84%A1%E6%96%99%E3%82%B4%E3%83%AB%E3%83%95
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出席報告 
例会日 会員 出席 M U 欠席 免除 出席率％ 
 9/10 29 21 2 4 2 85.19 

8/27 29 21 2 6 0 79.32 

居村会長エレクトさん、 
出席ありがとう 
ございます。 

 
 

 
 

 

 
四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

１．真実か どうか  

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるか どうか 

国際ロータリー第 2790 地区 鵜沢和広パストガバナー「卓話」より 
 

ＲＬＩパートⅠ 9月 14日（土） 

千葉市民会館 

RLI の目的 
 

RLI の目的は、DL から与えられたテーマに関して、参加者
同士で議論を交わす事で、ロータリーに関して色々な角度
から考える機会を得て、参加者個人個人が新たな気づきを
得る場です。そこには、色々なクラブが持つ多様性を認め
自クラブの状況を客観的に見る事でクラブのさらなる可能
性を見出していただきます。 
最終的には、クラブの将来のリーダーを育てる目的があり
ますが、新会員にも他クラブの方と意見交換する事で広い
視野を持った会員に育てることが出来ます。この様な刺激
が入会歴の浅い会員の大会防止に効果があると考えられま
す。 

 
 
 


